
年度

授業の種類 講義 講師名

8回 時間数 15時間 ( 1単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

疾患に対する靴のデザインと提案課題50％＋筆記試験50％

リハビリテーションと靴

疾患について（整形疾患）

疾患について（神経疾患）

定期筆記試験

書籍名 著者名 出版社

講義内容

リハビリテーション概論

リハビリテーション概論

下肢の機能解剖と足部の運動機能

下肢の機能解剖と足部の運動機能

リハビリテーションと靴

授業回数 整形靴科2年

リハビリテーションの概念を基に、医療的な靴のデザインのについて考えることが出来るようになる。

リハビリテーション概論・足の機能・各種疾患の知識を修得する

QOLをふまえた靴のデザインなどを検討することが出来る。

2019 授業概要　

科目名 リハビリテーション医学


